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はじめに

窒素は植物にとって重要な元素である｡葉の窒素の大半が光合成系に投資されて

いるため､種内では窒素含量と光合成能力の間には高い相関がある｡しかしこの相

関は種によって大きく異なる｡窒素含量あたりの光合成能力は光合成の窒素利用効

率(PNUE)と定義され､多くの研究者の注目を集めている｡ PNUEは様々な種間で比

較され､遷移初期種で高い･貧栄養などストレス条件を好む種で低い･葉の寿命が

長い種で低い等､生態学的特性と密接な関係があることが示された｡しかし､未だ

に手が着けられていないのが温度環境との関連である｡

日本のような湿潤な気候では気温が植生を決定する最も大きな要因である｡生理

学では植物の温度応答について多くの仕事が行われてきたが､ほとんどは5度以下や

40度以上などの極端な温度条件が引き起こす傷害を調べたものである｡植物が成長･

繁殖を行うことができる温度範囲での研究は非常に乏しい｡一方､生態学ではニッ

チの異なる植物の比較が行われてきたが､光合成の高低等の基礎的なパラメータを

比較したにすぎず､メカニズムまで踏み込んだ研究は少ない｡このため､生態学的

な意味では､何が温度ニッチの分化をもたらしているのかは未だ明らかではない｡

本研究課題｢異なる温度環境に生育する植物の光合成窒素利用効率｣では､光合

成の窒素利用効率と光阻害という生理学的なプロセスに着目し､温度がこれらのパ

ラメータにどのように影響するのか｡生育ニッチの異なる植物においてこれらのパ

ラメータがどのように異なるのかを解明することを目指した｡本報告書はこの研究

成果の発表論文を収録したものである

平成15年5月

彦坂幸毅
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研究概要

窒素は光合成系タンパク質の構成には窒素が不可欠であり､多くの自然生態系で植

物の成長の制限要因となっている｡窒素をいかに効率よく利用するのかは植物の生

存･成長･繁殖に重要な意味を持つと考えられている｡本研究では､異なる標高間

緯度間など､異なる温度環境に生育する植物が､光合成においてどのように効率よ

く窒素を利用しているのかを調べた｡

･常緑広葉樹キョウチクトウを異なる温度で育成し､光合成系の温度順化を調べた｡

キョウチクトウでは､高温でのRuBP (リブロース二リン酸)再生能力が低温育成

葉で相対的に低いことを明らかにした(Hikosaka and Hirose 2001b) 0

･多年生草本オオバコを異なる温度で育成し､低温生育葉のFBPase (フルクト-ス

二リン酸化酵素)活性が相対的に高く､ RuBP再生能力を相対的に高めていること

を発見(2003年3月の生態学会で発表･論文準備中) ｡

･マレーシアキナパル山の異なる標高に生育する植物の現地での光合成窒素利用効

率(光合成能力/窒素含量比)を調べ､高標高の植物ほど光合成窒素利用効率が低
いことを明らかにした(Hikosaka et al. 2002) ｡

･冷温帯に属する八甲田山ブナ林(青森県)と中間温帯林に属する東北大学植物園

コナラ林(宮城県)において､林内に生育する種の菓レベルの窒素利用効率(菓

生産量/葉に分配された窒素量)を調査した｡落葉樹は高い光合成窒素利用効率の

ため､常緑樹は長い葉の寿命によって同等の窒素利用効率を実現していることを

明らかにした(Yasumura et al. 2002, Yasumura et al. in preparation) ｡こ

の結果を草本群落内の異なるサイズの個体の窒素利用効率と比較した(Hikosaka

and Hirose 2001a) ｡

･同一種が異なる温度にさらされたときに光合成系にどのようなダメージ(光阻害)

を受けるのかを調べるための手法を確立した(Kato et al. 2002a, b, 2003) 0

その手法を用いて､ 25℃で育成したシロザの葉を10-35℃の様々な温度にさらし

たときの光阻害の程度とその違いをもたらす原因を調べた｡その結果､シロザ葉

は低温で光阻害が起こりやすく､その原因は主にダメージを受けた光化学系ⅠⅠの

修復能力の違いに由来することが明らかとなった(Tsonev and Hikosaka,投稿

中) ｡

･種間で光合成窒素利用効率が違うことが植物の成長や菓群の構造にどのように影

響するのかをモデル化した(Hikosaka 2003) 0

･この他､冷温帯に属する北海道苫小牧市の北大苫小牧演習林の落葉高木ミズナラ

や､青森県八甲田山系のダケカンバの異なる標高に生育する生態型､中間温帯林
の林床常緑低木アオキなどについて調査を行った(一部は学会などで発表) ｡



TOUR ： Tohoku University Repository 

コメント・シート 

 
本報告書収録の学術雑誌等発表論文は本ファイルに登録しておりません。なお、このうち東北大学

在籍の研究者の論文で、かつ、出版社等から著作権の許諾が得られた論文は、個別に TOUR に登録

しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TOUR 

http://ir.library.tohoku.ac.jp/ 

 


